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ギャラリー２　展示 私の埴輪 
平成19年12月1日～平成20年1月31日　馬場咲夫の埴輪作品展。 

たまたま中近東文化センターで、古代エジプトのカバ神と出会い、 
日本の埴輪で作れればと思いつきました。 

もともと動物好きですので、作る面白さに一時はカバが頭に住み着き困りました。 
 

　埴輪には、限りない優しさが感じられます。穏やかな古代人の死生観が偲ばれます。 

すっくと立つさくら とろんとしたうめ

古代エジプトの墓からカバ神がでる 
体重３ﾄﾝ40㎞/hで走り50㎏の草を食べる。 

子どもたちは、恐竜が大好き、私も大好き。 
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古代の王も象を持っていたら 
埴輪にして見せびらかしただろう。

おい、おまえもカバにならないかい。

歴代の犬たち。 天を突くたてがみの馬、さしずめ自家用ジェット機か。

散歩の途中、深大寺の池でいつも会う 
弱った鯉をねらっている。

魚は多産の象徴なのに、なぜか埴輪にならなかった。
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雌鶏の気の強いこと強いこと子育て中は怖い物なし。 仲良しの２匹

窓を開けると鳩の巣があり驚いた。

古墳の守り神にピッタリ。 朝日新聞武蔵野版
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